
『感じる』ことを『考える』 

冬季オリンピック、毎日のように色々なメディア

を彩る感動のドラマ…あなたはどのようにご覧に

なりましたか？ 

世の中が賑やかなときほど、私には、カウンセリ

ングでのお話しから伝わる個性がひときわ強くな

る感じがします。個性は、社会の動きや流れに乗

ることで輝くこともあれば、逆に翻弄されてしま

うことも、疎外感を感じて孤立することもありま

す。 

オリンピックのように大勢の人が共有していると

思える話題は、個人的な話への入り口としては敷

居を低くしてくれるところがあります。 

ご自分の人生を重ねるようにして選手の挫折と栄

光を語られる人。ご自身のスポーツ経験から、競

技の観方や選手についての解説をしてくださる人。

あなたの周囲にもおられるかもしれない熱く語っ

てくださる人たち…。 

しかし、私の部屋にいらっしゃる人は、ポジティ

ブな気持ちの方ばかりではありません。 

選手たちの活躍や自信に溢れる笑顔を不快に感じ

て苛立つ人や他人の活躍にとても傷つかれる人…。 

あるいは、オリンピックに全く興味が持てず、職

場で「観ていることが当然」のように話題にされ

てしまうと、苦しくて逃げ出したくなっている人

もおられます。 

同じ時間、同じ出来事に接し、同じものを観てい

ても、個人の感じ方というのは実に様々です。 

 

 

心理カウンセラーとして、この『感じ方の違い』

について説明しなくてはならない仕事が、最近非

常に増えています。 

『発達障害』という診断名が大人の人にもつけら

れることが１０年前にくらべると大変に増えまし

た。診断基準のようなものもだんだんと変化し、

広がり、当てはまる人も増えたと思います。 

また、テレビや雑誌などで取り上げられてきたこ

とで、ご自分がそうなのではないかと自主的に診

察にいらっしゃる人も多くなりましたし、同僚や

ご家族などからのご相談を受ける機会もあります。 

「どんな病気ですか？」と私が訊かれたら… 

まず、「病気ではなく、感覚が極端なのです」と

いうお話しからいたします。専門的に分類したり、

研究するような、厳密な理解や表現はひとまずお

いておき、分かりやすさを最優先すると･･･ 

『発達障害は感覚のズレから起こる問題』と言う

ことができます。 

「他の人が気にならないところ」に自分だけが強

くこだわり、「他の人が困っていること」に自分

だけが全く気がつかず、トラブルが起こるのは、

『お互いの感覚』がズレているためと考えます。 

なぜ、ここで私が『お互いの』を強調するのか…

大切なポイントです。 

 発達障害と診断された人のご家族とお話をした

際に、「家では普通なんですけど…」と戸惑われ

ることがあります。 



遺伝的な理由もあるでしょうし、同じ環境で暮ら

していらっしゃることも関係するでしょうが…ご

家族もご本人と同様の『感覚』を持っていらっし

ゃるので、なぜ、職場などでトラブルになるのか

が、“感覚的”にピンと来られないのです。職場

の人たちは困られていることも、ご家族にとって

は困られないということもよくあります。 

芸能やスポーツ、夜のお仕事など…特殊な業界の

方などでも「うちらはこれで普通ですから」と仰

ることが、業界外の方とのやり取りでは問題にな

ってしまうことがあります。これらも、つきつめ

れば『感覚の違い』によるものです。自分たちの

仲間内での『普通』と他の社会での『普通』が同

じとは限らないのです。 

 この頃、私が感じていることですが、あたりま

えにあるはずの『個人の感覚の違い』を、社会が

のんびり構えてくれなくなった感じがします。個

人個人の『感覚の違い』に注目をすることで生じ

る『少数派』と『多数派』には、どちらが正解と

いうことはないはずなのですが、社会が多数決で

成り立つ場面では、『少数派』の感覚を我慢させ

て合わせてもらうか、それができない人には救済

措置を作って対応するという方向へ、急速に向か

っているように思います。救済方法のひとつとし

て『発達障害』という診断と支援法がたくさん活

用されています。 

『発達障害』という診断を受けるまでに大変長い

時間や労力を擁することもあります。「うつ」「適

応障害」「自律神経失調症」や、場合によっては

「統合失調症」という診断を受けられて、長期の

休職をされている人たちが、のちに『発達障害』

の概念でとらえなおされることで、治療の方向性

を変えられてから急激に回復され復職されること

があります。 

 職場で周囲の人たちとの『感覚』が著しく違う

ということに、ご本人も周りも気がつかれなかっ

たため、いわゆる「報連相」も噛み合わず、ご本

人の質問が周囲にはとんちんかんに思われていた

り、周囲の指示や指導にご本人は全く応えられて

いなかったりする期間が長く続くと、周囲かご本

人のどちらかの心身に不調が現れてしまうことが

あります。 

 そして、ご本人の『感覚』が、職場のなかで少

数派である場合、上記の例に当てはまってしまわ

れることがあります。誤解を受けてしまうかもし

れませんが、ここでお伝えしたいのは、ラベルを

貼りたいわけではなく、「ただ『感覚』が違う」

ということだけで、職場で不適応を起こし、その

症状には精神医学的な病名がついてしまう…。し

かも、通常は回復するはずの治療をされても、な

かなか回復がみられない…ということが起こって

しまう可能性です。何が起こっているのかがわか

るまでに、ご本人も、職場も、主治医も、長い時

間を要するということがあります。 

 うつなどで休職された人への復帰プログラムと

いうものがあります。最近、その中に発達障害へ

の専門性を持った復帰プログラムが出てきました。

復職されるまでに、センターへ通所して、自分は

どんなことが苦手であるとか、どういう時に理解

ができないのかなどの、個人特性と言われる個人

の『感覚』を自覚されるためのプログラムを体験

されます。 

その結果を職場へフィードバックするため、セン

ターの担当者数名とご本人、復職する職場の担当

者、責任者、私のようなカウンセラーが集まり、

相互理解のための会議を何度か設けます。そして、

復帰されたら、ご本人が所属される部署や関わら

れるであろう重要な人たちの元へ、私も一緒に赴



き、私からの説明をさせていただくこともありま

す。 

なぜなら、心身の不調を訴えられて休職された人

が、戻って来るにあたって職場のみなさんは、何

をどのように気をつけたらいいのか、何をさせて、

何をさせてはいけないのかなどの不安があるから

です。中には戻って来られても、その人の分まで

自分たちが負担しなくてはいけないのではないか

と不満に思っていらっしゃる方もあります。 

それらの不安や不満を少しでもやわらげていただ

くこととも大切ですが、私が一番しなくてはなら

ないことは、ご本人と周囲の方々との『感覚』が

どのようにズレているかを確認することなのです。 

 休まれる前と、戻って来られた後の、ご本人に

変わった点があるならば･･･ 

「自分の『感覚』には、周囲と違う特徴があるら

しい」ということでしかありません。実際には、

周囲から指摘してもらい、教えてもらわなくては、

ご自分がズレてしまっている場合にも理解できな

いということは多々あります。そのためには、周

囲のご理解やご協力が必要です。しかし、周囲の

人たち、つまり同僚や上司が、どのような『感覚』

を持っていらっしゃるかということも、こちらが

把握したうえでお話しをしないと、同じことの繰

り返しになる可能性があります。 

 『感覚』は根本的には変えられません。しかし、

考えることはできます。自分には無い『感覚』を

相手が持っているということを「知っている」だ

けでもトラブルが減ります。そして、『感覚』で

はわからなくてもよいので、考えの中に入れてお

いてもらうだけで行動は変わります。例えば、周

囲から「危ないからやめてね」と言われることを、

ご本人が「危ない」と感じられなかったとしても、

「危ないと言われたからやめておこう」と考える

ことで、行動をかえてくだされば、トラブルを回

避できることがあります。 

 私がこの１０数年カウンセラーとして関わった

事例から･･･メンタルの不調による休職からみえ

るものは･･･ 

ただ、「個人が病む」ということや、「発達に偏

りがあるかどうか」よりも、個人と個人の『感覚』

がズレているまま、気づかずにやり取りを続けて

いたこと･･･そのことでできてしまうひずみ･･･お

互いの傷つきなどが複雑に絡み合って組織自体が

行き詰っていることもみかけるようになりました。 

 個人の治療やトレーニングだけでは解決せず、

その集団にどんなひずみが起こっているのかを私

が『感じ』ながら、それぞれの『感じ』ているこ

とを大切に通訳してまわることで集団を回復させ

るということもカウンセリングの範疇に入ってき

ているように『感じ』ています。  

 その昔、私のこころの師匠のひとりであるブル

ース・リーは、「考えるな！感じろ！」と言いま

した。そのようにして、自身が感じたことを伝え

るためには、更に考えなくてはならないのだとい

う当然のことを改めて思い知らされています。 

カウンセラーは聴くだけの人ではなく、感じ、考

え、伝えられる人へと発達しなくてはと強く思い

ます。 
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